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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

 

  １．問題用紙は，本表紙を含めて全部で９枚である． 

 

  ２．下記のⅠ～Ⅵの６つの大問で構成されている．すべての大問に解答すること． 

Ⅰ：建築計画 

Ⅱ：都市・まちづくり 

Ⅲ：建築構造・構造力学 

Ⅳ：建築環境・設備工学 

Ⅴ：建築材料・施工 

Ⅵ：建築歴史・意匠 

 

  ３．解答用紙は全部で６枚である．すべての大問に関して，それぞれ別の解答用紙に解答すること． 

 

４．各解答用紙の受験番号欄に受験番号，試験科目名欄に大問の番号を記入すること． 

 

  ５．試験が開始されてから各問題用紙の注意事項をよく読み，その指示に従うこと． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 
【注意事項】 

 １．Ⅰ-1，Ⅰ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅰ」と記入すること． 

 

（Ⅰで20点） 

Ⅰ 建築計画 

 

Ⅰ-1 空欄（ a ）～（ e ）に適切な用語などを入れ，建築計画に関する以下の文章を完成させなさい． 

 

(1) ある一定の土地に対する建築物の量の多少の程度を表す概念として，建築面積率，建築（ a ），

戸数密度等の指標がある．建築面積率は（ b ）とも言われ，建築面積の敷地面積に対する割合で

ある． 

(2) コンサートホールの客席配置の基本的な形式には（ c ）と（ d ）がある．（ c ）はホール

自体が大きな長方形の箱のような形状であり，客席は舞台の前に一直線に並んでいる．他方，（ d ）

は臨場感と一体感が得られやすいよう，客席は舞台を囲むように配置されている． 

(3) 高度経済成長期における大規模ニュータウン計画に採用された（ e ）方式では，小学校が一校成

立する程度の人口を単位とし，学校，店舗，公園等の日常生活に必要なコミュニティ施設が整備され

る． 

 

 

 

Ⅰ-2 空欄（ a ）～（ e ）に適切な用語などを入れ，建築計画に関する以下の文章を完成させなさい． 

 

(1) （ a ）は，著書『The Image of the City』(1960)において，都市の形態をパス，エッジ，（ b ），

ノード，ランドマークの5つのエレメントに分類した．これらのエレメントで捉えられる都市の形態

が，人々に何かしらのイメージを想起させることをイメージアビリティという． 

(2) 従来から，フリーランス等が自宅や小さなオフィスで仕事を行う（ c ）と呼ばれる職場形態が存

在していた．いわゆる，コロナ禍を経て，ICT（情報通信技術）等を活用し，普段仕事を行うオフィ

スとは異なる場所で仕事をする（ d ）と呼ばれる勤務形態がより普及した． 

(3) 海岸が近く，周辺に高い建物が少ない地域において，市町村庁舎を津波からの緊急避難を想定した

（ e ）とする場合には，屋外避難階段と上階に十分な広さの避難スペースを確保する． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 
【注意事項】 

 １．Ⅱ-1，Ⅱ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅱ」と記入すること． 

 

（Ⅱで20点） 

Ⅱ 都市・まちづくり 

 

Ⅱ-1 以下の(1)～(4)の設問について，答えをそれぞれア～エの選択肢から 1 つ選びなさい． 

 

(1) 現行の都市計画法に規定される区域区分制度に関する記述のうち，正しいものはどれか． 

ア 区域区分制度は，1919 年の旧都市計画法の制定時にはじめて導入された． 

イ 都市計画区域に，区域区分を定めないこともある． 

ウ 区域区分は全部で 13 種類ある． 

エ 2025 年 3 月時点で，全国の市街化区域は市街化調整区域よりも総面積が大きい． 

 

(2) 景観まちづくりに関する制度とその根拠法の組み合わせとして，誤っているものはどれか． 

ア 重要文化的景観 － 文化財保護法 

イ 特定街区 － 都市計画法 

ウ 建築協定 － 建築基準法 

エ 風致地区 － 自然環境保全法 

 

(3) 下記の都市計画制度について，導入された年代順にならべたものとして，正しいものはどれか． 

① 都市計画区域 

② 田園住居地域 

③ 都市再生特別地区 

④ 市町村マスタープラン 

ア ①→④→③→② 

イ ①→②→④→③ 

ウ ③→④→②→① 

エ ④→①→③→② 

 

(4) 都市のウォーカブル化に関連する用語や施策として，誤っているものはどれか． 

ア ゾーン 30 

イ トランジットモール 

ウ エリアマネジメント（都市再生推進法人） 

エ スーパーメガリージョン 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 
【注意事項】 

 １．Ⅱ-1，Ⅱ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅱ」と記入すること． 

 

（Ⅱで20点） 

 

Ⅱ-2 以下の(1)～(4)の設問について，答えをそれぞれア～エの選択肢から 1 つ選びなさい． 

 

(1) 現行の都市計画法に規定される地区計画に関する記述のうち，誤っているものはどれか． 

ア 地区計画では，建物に対する規制を強化することも緩和することもできる． 

イ 地区計画では，小公園などの地区施設の配置を規定することができる． 

ウ 地区計画を定める場合には，土地の所有者の全員の合意が必要となる． 

エ 地区計画は，市町村（東京都特別区にあっては特別区）が定める． 

 

(2) 街路樹に関する記述のうち，誤っているものはどれか． 

ア 街路樹は，道路管理者によって道路の付属物として設置される． 

イ 帝都復興事業では，行幸通りや昭和通りに街路樹が植栽された． 

ウ ブールバール(Boulevard)は，一般車両の通行を規制して街路樹を整備した歩行空間を指す． 

エ イチョウには，道路横の環境でも生育しやすく耐火性が高いという特性がある． 

 

(3) 国内外の都市に関係する人物の記載として，誤っているものはどれか． 

ア パリでは 19 世紀にオースマンによる大規模な都市改造が実施された． 

イ パトリック・ゲデスが提唱した都市美運動は第二次世界大戦後のアメリカで活発となった． 

ウ 関東大震災のあと設置された復興院の総裁を後藤新平が務め，帝都復興計画を進めた． 

エ 日比谷公園は，西洋にならった日本で最初期の公園であり，最終案は本多静六が設計した． 

 

(4) 2024 年 1 月 1 日に発生した令和六年能登半島地震に伴う被害やその後の復興活動の状況について，誤っ

ているものはどれか． 

ア 揺れによる建物の倒壊だけでなく，火災による市街地の被害や，津波による浸水も見られた． 

イ 震源から離れた石川県外の地域でも，地盤の液状化が発生した． 

ウ 幹線道路の被害や半島特有の交通事情が，ボランティアの受け入れの支障になった． 

エ 激甚災害に指定されたことで，建物の罹災証明が全壊判定の場合のみ，公費解体の助成対象となった． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

【注意事項】 

 １．Ⅲ-1，Ⅲ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅲ」と記入すること． 

 

（Ⅲで20点） 

Ⅲ 建築構造・構造力学 

 

Ⅲ-1 集中荷重𝑃を受ける下図の構造物において，A点とB点の反力(𝐷𝑎, 𝐻𝑏 , 𝑉𝑏)を求め，曲げモーメント

図を描け． 

 

 

                

 

 

Ⅲ-2 次の各文章に記述されている事柄のうち，より不適切な2つを選択し，その理由を説明せよ．説明

においては図などを示してもよい． 

 

(1) 寸法および配筋が同一の鉄筋コンクリート柱では，軸圧縮力が小さいほどせん断耐力が大きくなる． 

(2) 鋼材は強度が高いほど降伏比が高く，かつ破断までの伸び量が大きいため，靱性に富んでいる． 

(3) 建築物は，その固有周期，または，それに近い周期で加振される場合，減衰定数が小さいほど，振

動の振幅は大きくなる． 

(4) 砂地盤のせん断強度は，標準貫入試験で得られるN値と相関がある． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

【注意事項】 

 １．Ⅳ-1，Ⅳ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅳ」と記入すること． 

 

（Ⅳで20点） 

Ⅳ 建築環境・設備工学 

 

Ⅳ-1 空欄( a )～( j )に適した用語，数値，単位，式などを解答せよ． 

 

(1) ベルラーゲの式は，大気透過率と太陽高度を変数として（  a  ）の算定に用いられる． 

(2) ある反射面における光束発散度は，その面の（  b  ）に照度を乗じることで求められる． 

(3) 建築材料の熱伝導率の単位は（  c  ）である． 

(4) 屋外の風向が一定で風速が 2 倍になったとき，外壁面に作用する平均風圧力は（  d  ）倍となる． 

(5) 給気口から室内に入った空気が，室内のある地点に到達するまでに経過する時間を（  e  ）という． 

(6) 給気口と排気用送風機を用いる換気方式を（  f  ）機械換気方式という． 

(7) 上水からの給水系統とその他の系統が，配管や装置により直接接続されることを（  g  ）という． 

(8) 電気設備において，ある期間の最大需要電力に対する，その期間の平均需要電力の割合を（  h  ）

という． 

(9) 設備の故障が発生してから対処を行う保全を（  i  ）保全という． 

(10) （  j  ）では，都市ガスなどの燃料を用いてエンジンや燃料電池による発電を行い，発生する排熱

を回収利用する． 

 

 

Ⅳ-2 以下の問いに答えよ． 

 

(1) 全般照明を用いた室において，光束法を用いて以下の条件における平均照度 [lx]を求めよ． 

条件：ランプ 1 本あたりの光束 [lm]: 3000，ランプ本数: 25，照明率 [‐]: 0.4，保守率 [‐]: 0.7, 

室指数 [‐]: 0.6，照明対象範囲の面積 [m2]: 40 

 

(2) 室内において二酸化炭素 0.015 m3/h を発生する成人 1 人あたりの必要換気量を計算せよ．外気の二

酸化炭素濃度を 400 ppm，室内の二酸化炭素の許容濃度を 1000 ppm とする． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

【注意事項】 

 １．Ⅴ-1，Ⅴ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅴ」と記入すること． 

 

（Ⅴで20点） 

Ⅴ 建築材料・施工 

 

Ⅴ-1 構造材料に関する次の各記述について，正しければ〇印，誤りならば×印を付けよ． 

（解答例：(6)－〇） 

 

(1) コンクリートの材料分離抵抗性は，スランプ試験の結果から定性的に評価することができる． 

(2) 木材の「あて」は，針葉樹では幹の上側(山側)に生じる． 

(3) 一般に，モルタルはコンクリートと比較して，乾燥による収縮率が大きい． 

(4) 建築物の構造用鋼材としては，おもに炭素量0.85％程度の軟鋼が用いられる． 

(5) 木材は，天然乾燥により含水率が繊維飽和点より小さくなることはない． 

 

 

Ⅴ-2 仕上げ材料に関する次の各記述について，正しければ〇印，誤りならば×印を付けよ． 

（解答例：(6)－〇） 

 

(1) 断熱材の1つであるポリエチレンフォームは，透湿性・吸湿性が小さいことから，水分の影響が懸念

される箇所に使用されることが多い． 

(2) しっくいは，水と反応して硬化する水硬性材料で，塗り回数が多いほどひび割れなどが生じにくく上

質なものとなる． 

(3) CLTは，単板(ベニア)を厚さ方向に複数枚，繊維方向が交互に直交するよう積層した板状材料である． 

(4) トーチ工法は，改質アスファルトシート防水層の施工に用いられる工法である． 

(5) Low-E複層ガラスでは，Low-E膜を室外側のガラス内面に施すと「日射取得型」となり，室内側のガラ

ス内面に施すと「日射遮蔽型」となる． 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

【注意事項】 

 １．Ⅵ-1，Ⅵ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅵ」と記入すること． 

 
（Ⅵで20点） 

Ⅵ 建築歴史・意匠 

 

Ⅵ-1 以下の各問について，3つの選択肢の中から正しいものを選びなさい． 

 

問 1 「三重塔各層裳階付き」の仏塔が建設された奈良県にある寺院は次のうちどれか． 

① 薬師寺  ② 興福寺  ③ 室生寺 

 

問 2 「大仏様」として知られる浄土寺浄土堂（兵庫県）に使われている部材は次のうちどれか． 

① 桔木（ﾊﾈｷﾞ）  ② 飛檐垂木（ﾋｴﾝﾀﾞﾙｷ）  ③ 遊離尾垂木（ﾕｳﾘｵﾀﾞﾙｷ） 

 

問 3 パリのエッフェル塔の主要材料として用いられたのは次のうちどれか． 

① 鋳鉄（cast iron）  ② 錬鉄（wrought iron）  ③ 鋼（steel） 

 

問 4 近代建築の記録と保存を目的とする国際的な学術団体の日本支部である Docomomo Japan が価値あ

る建物として選定した作品は次のうちどれか．（2025 年 4 月現在） 

① 東京大学安田講堂  ② 早稲田大学大隈講堂  ③ 東京工業大学百年記念館 

 

問 5 バチカンのサンピエトロ大聖堂の建設に関わった以下の建築家 4名について，関わった時期の古い

順に並べたときに正しいのは①〜③のうちどれか． 

A） カルロ・マデルノ 

B） ドナト・ブラマンテ 

C） ミケランジェロ・ブオナローティ 

D） ジャンロレンツォ・ベルニーニ 

 

① B）→C）→A）→D） 

② B）→D）→A）→C） 

③ C）→B）→A）→D） 
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筆答専門試験科目（午前）         2026 大修 

建築学系（共通科目）          時間 １０：００～１１：３０                                     

 

【注意事項】 

 １．Ⅵ-1，Ⅵ-2を合わせて１枚の用紙に解答すること． 

 ２．解答用紙の試験科目名欄に「Ⅵ」と記入すること． 

 
（Ⅵで20点） 

 

Ⅵ-2 建物の構造･構法に関する次の記述の空欄（a）〜（e）について，3つの選択肢の中から最も適当な

ものを選びなさい． 

 

問１ 在来軸組構法の木造住宅において，断面寸法が120 ㎜角，長さが6 mの木材を（a）として用いた． 

① 管柱   ② 通し柱   ③ 間柱 

 

問２ 鉄筋コンクリート構造のラーメンの梁せい（梁の高さ）は，一般的に，スパン（柱芯間の長さ）の

（b）が目安といわれている． 

① 1/5   ② 1/10   ③ 1/20 

 

問３ 鉄骨造の床を，（c）とコンクリートによる合成スラブとした． 

① デッキプレート   ② グレーチング   ③ リベット 

 

問４ 布基礎は，柱や壁の下に（d）と呼ばれる逆Ｔ字形断面の鉄筋コンクリートの部位を設け，建物の

荷重を地盤に伝える基礎の形式である． 

① コーキング   ② マーキング   ③ フーチング 

 

問５ 石貼りやレンガ積みにおいて，横方向は一直線に通るように，縦方向は半分ずつずらして目地を設

けるものを（e）と呼ぶ． 

① 芋目地   ② 馬目地   ③ 眠り目地 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ａ：即日設計）      時間 １３：３０～１７：３０ 

 

 

【注意事項】 

 

【この問題は，出願時に「A：即日設計」を選択した受験生のみを対象とします】 

 

１． 問題用紙は，本表紙を含めて全部で３枚である. 

 

２． 解答は，与えられたＡ２ケント紙の片面におさめること．用紙は横使いとする． 

 

３． 問題用紙は持ち帰ってよいが，下書き用紙は解答用紙とともに提出すること． 

 

４． 解答用紙および下書き用紙の右下に受験番号を明記すること． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ａ：即日設計）      時間 １３：３０～１７：３０ 

 

 

【注意事項】 

【この問題は，出願時に「A：即日設計」を選択した受験生のみを対象とします】 

 １．問題用紙は，表紙を含めて全部で３枚である. 

 ２．解答は，与えられたＡ２ケント紙の片面におさめること．用紙は横使いとする． 

 ３．問題用紙は持ち帰ってよいが，下書き用紙は解答用紙とともに提出すること． 

 ４．解答用紙および下書き用紙の右下に受験番号を明記すること． 

 

 

課題：美しい屋根の木造東屋（あずまや） 

 

「自宅の庭にバーベキューの炉（図参照）がある．この炉に屋根を架けて，雨の日や日差しの強い日でも

バーベキューができるようにしたい．食卓や調理台などの家具，床，薪置き場などを設け，屋根には煙を

排出する機構を設けたい．6~10 人程度の友人が集うことを想定している．」 

以上の施主の要求に対して，美しい屋根の木造東屋を設計せよ． 

 

設計条件 

・庭は十分に広く，周辺環境は自由に設定してよい． 

・東屋の屋根や平面の形状は各自で設定してよい． 

・主構造は木造であるが，補助的に鋼材や金物を使用してよい． 

・屋根や壁等の仕上げ，基礎の形式は自由に設定してよい． 

 

解答について 

・平面図，断面図，小屋伏図（柱梁の断面寸法を記入すること）を必ず描くこと．図面の縮尺は自由． 

・上記以外に，設計内容を伝える図（透視図など）を各自選択し，表現すること． 

・作品タイトルおよび屋根の美しさについての設計主旨（200 文字程度）を記載すること． 

・着彩は自由とする． 
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図：庭にあるバーベキューの炉 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項（Ｂ：建築学科目に共通）】 

 

【この問題は，出願時に「Ｂ：建築学科目」を選択した受験生のみを対象とします】 

 

  １．問題用紙は，本表紙を含めて全部で１７枚である． 

 

  ２．志望する指導教員が指定している分野（下記のⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ）を１つ選んで解答するこ

と． 

Ⅰ：建築計画  

Ⅱ：都市・まちづくり 

Ⅲ：建築構造・構造力学  

Ⅳ：建築環境・設備工学 

Ⅴ：建築材料・施工  

Ⅵ：建築歴史・意匠（小論文） 

 

  ３．各解答用紙の受験番号欄に受験番号，試験科目名欄に各自が選択した分野名を記入すること． 

 

  ４．Ⅵの問題については，専用の用紙に解答すること． 

 

５．試験が開始されてから各問題用紙の注意事項をよく読み，その指示に従うこと． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅰ：建築計画）】 

 １．Ⅰの問題は，Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅰの問題は，Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅰ-1 下図は，1970 年代に建設された住宅団地の空き住戸をサービス付き高齢者向け住宅（サ高住）に

改修した事例における，改修前（図 1）と改修後（図 2A・図 2B）の平面図である．これらの図を

もとに，建築計画の観点から以下の問いに答えなさい．必要に応じて図を用いて説明してもよい． 

 

問１：住宅団地の空き住戸を高齢者向け住宅に転用することで一般的に期待される効果を，できるだけ多

く挙げなさい． 

問２：改修後のタイプ A（図 2A），タイプ B（図 2B）ごとに，改修前の住戸がどのように改善されたか

を，できるだけ具体的に述べなさい． 

 

 

 

図 1：改修前         図 2A：改修後（タイプ A）     図 2B：改修後（タイプ B） 

 

（図は，森一彦・加藤悠介・松原茂樹・山田あすか・松田雄二編著『福祉転用による建築・地域のリノベーシ

ョン 成功事例で読みとく企画・設計・運営』（2018）p.51 の図を清書し一部改変） 

 

 

 

Ⅰ-2 高度経済成長期に全国に大量に建設された公立小学校をはじめとする公共施設は，一斉に老朽化が

進行し建替え時期を迎えている．さらなる人口縮小社会において，公立小学校と住民に身近な地域

施設との複合化整備を計画し，地域に新たな拠点づくりを目指すことを想定する． 

この計画にあたり，公立小学校との複合化整備のメリットが大きいと考えられる施設を３つ挙げ，

それらの施設ごとに，複合化する際に必要な配慮について建築計画・地域計画の観点から述べなさ

い（各 200字程度）． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅰ：建築計画）】 

 １．Ⅰの問題は，Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅰの問題は，Ⅰ-1，Ⅰ-2，Ⅰ-3について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅰ-3 下図は，異なる地域に立地する 2 つの施設 A と施設 B の施設利用率（図の注を参照）についての

調査結果である．このとき以下の問いに答えなさい．ただし，施設 A と施設 B では同種のサービ

スが提供されているものとする． 

 

 

 

図：ある施設 A と施設 B の施設利用率についての調査結果 
 
 

問１：施設利用率の分布を，各調査地区の代表点から施設までの直線距離で記述する数理モデルを導出し

なさい（導出過程も記述すること）． 

問２：問１で導出したモデルの未知パラメータを推定するための統計的方法，および，推定過程で注意す

べき点について述べなさい． 

問３：施設 A と施設 B について，未知パラメータの値を目測で推定し，施設 A と施設 B の違いについて

述べなさい． 

問４：施設 A と施設 B の施設利用率の分布に違いが生じている原因や背景について，具体的な施設種類

を想定し，推論や仮説を交えて考察しなさい． 

問５：問４の推論や仮説を検証するために追加調査を行うとしたら，どのような調査を試みるべきか．具

体的な調査の内容と方法について述べなさい． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅱ：都市・まちづくり）】 

 １．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅱ-1 都市・地域の持続，再生とまちづくりに関して，以下の問いに答えよ． 

 

(1) 第二次世界大戦の終結から，今年で 80 年を迎える． 

戦後の都市再生とまちづくりの潮流に関して，a ～e の時代区分から 2 つ選び，その時代に特徴的な

計画やデザインの展開と，その展開から得られる知見・教訓について，それぞれ 4〜6 行程度で説明

せよ．なお，1 つの時代の説明に，以下の語群から 3 つ以上の用語を用い，その用語に下線を引くこ

と．（同じ用語を複数回用いてもよい．） 

 

a. 1945-1960年 

b. 1960-1980年 

c. 1980-2000年 

d. 2000-2020年 

e. 2020-2025年 

 

（語群） 

再建，復興，保全，更新，革新，改善，開発，持続，居住，オリンピック，万博，民間，公共， 

分散化，集中化，再目的化，人間，心臓，環境，自然，生態，場所，中心，衰退，減少，増加， 

コミュニティ，モビリティ，コントロール，文化，求心力，参加，創造，包摂，緩和，適応， 

ヴェネチア，パリ，ロンドン，ニューヨーク，ベルリン，コペンハーゲン，メルボルン， 

ポートランド，京都，東京，大阪，横浜，神戸，仙台，金沢，広島，熊本， 

Build Back Better，CIAM，Collaborative, Gentrification, Neighborhood， 

Placemaking, Regenerative，Resilient, Tourism，Urbanism, Walkable 

 

 

(2) (1)で選んだ時代の知見や教訓を踏まえて，今後のまちづくりや都市・地域の持続可能性を高めるう

えで重要な論点や具体的方法について，あなたの考えを 6〜8 行程度で述べよ． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅱ：都市・まちづくり）】 

 １．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅱ-2 以下の問いに答えよ． 

 

問1 以下の文章を読み，設問(1)，(2)に答えよ． 

コミュニティ・デザインは 1960 年代のアメリカで生まれた，都市計画や都市デザインに公正さを求める

運動である．1960 年代初頭のアメリカ合衆国の都市再開発が，貧困層の住む地区を大規模に除却して，

ビジネス地区や郊外に接続する高速道路用地にしていったことが背景にあるとされる．またアメリカの貧

困問題は人種問題とも連続しており，これらの都市再開発は「黒人居住区の撤去運動」とも呼ばれた．再

開発を進める行政や企業は都市計画や建築，法律の専門家を雇用し，一方で計画対象地に居住する人々は

専門的な知識や技術の提供を受けられない．その状況を問題とし，専門家たちが立ち上がったのが，アド

ボカシー・ムーブメントである．都市計画家，都市デザイナーもまた専門家として，この運動に加わった．

コミュニティ・デザインは，経済的社会的弱者が不公正に扱われることを阻止し，彼らの生活や文化を尊

重し，都市に人間性をもたらそうとする専門技術であった．したがって，コミュニティ・デザインの目的

は，貧しい人々の住環境を改善すること，(a)力のないものを力づけること，(b)環境的公正を実現するこ

と，である． 

 

(1) 下線部(a)の意味するところを 3 行程度で解説せよ． 

(2) 下線部(b)の意味するところを 3 行程度で解説せよ． 

 

 

問2 以下の文章を読み，設問(1)，(2)に答えよ． 

ノースカロライナにある R 先生の家の小さな台所の窓の外には，たくさんの野鳥がやってくる庭がある．

先生は鳥が隠れられる低木 2 本と周囲を見渡せる落葉高木を植え，二か所にバードフィーダーを置いた．

真っ赤なショウジョウコウカンチョウや真っ青のアオカケス，たくさんのカラ類が代わりばんこにエサ台

にやってきて，追い出したり追い返したり，大騒ぎしている．美しい庭だ．この空間はあなたがデザイン

したのだろうか，と先生に訊いた．彼は少し考えた後に，違うと思う，と言った．鳥の生態をよく知り，

季節や天候をよく見て，数種類の樹木とエサ台を置いたのは空間デザインだけど，鳥が来て初めてその空

間は完成する．ささやかな生態系への働きかけが，そのつながりを少し変えて，私たちの心に働きかける．

(c)これからの都市デザインは，このデザイン原理に則った形態をとるだろう． 

 

(1) 下線部(c)の意味するところを 5 行程度で解説せよ． 

(2) 下線部(c)に対するあなたの意見を，その根拠と共に，10 行程度で記せ． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅱ：都市・まちづくり）】 

 １．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅱの問題は，Ⅱ-1，Ⅱ-2，Ⅱ-3について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅱ-3 過疎化した中山間地域の農村に住む A さん，B さん，C さん，D さんの会話を読み，以下の問いに

答えよ． 

 

A：近年，デジタル田園都市国家構想の政策が進められていて IT 化に補助金がつくらしいよ． 

B：そうだね．まだ実験中ではあるけど，自動運転が実現したらこの地域みたいに過疎化した地域で，高

齢者が安全に移動できるようになるかもね．それ以外にも，(ア)IT 化で今までできなかったこと，不

便だったことができるようになって，過疎化が解消されるかもしれないね． 

A：私は，農業が楽になったらいいなと思っているよ．IT 技術を使った農地の管理とか，良さそうだな． 

C：楽にはなると思うけど心配もあるな．そのデータを集めて持っているのは少数の大企業なんだよね．

長期的に見て大丈夫なのだろうか．色々な懸念はあるよね．例えば，( イ ) ． 

B：なるほどね．農村側が主体性を持っていないといけないということだね． 

D：新しい技術といえば，日本の農業の歴史を振り返ると，1961 年の農業基本法で効率化を志向し，この

法律に基づく農業構造改善事業で農地の大規模化と機械化が行われたよね．それについていけなかっ

た中山間地域から過疎化が始まったと言われていて，これの二の舞にならないようにしないといけな

いね．でも，IT 技術はかつての「技術」よりももっと複雑なものに対応できるわけだから，効率化

では勝負できなかった中山間地域にとって，希望もありそうだよ． 

C：新しい技術を何でも取り入れればよいというわけではないし，かといって昔に戻ろうというわけでも

なくて，(ウ)中山間地域に住む人が幸せで，環境も持続可能になる技術というものがありそうだね．

デジタル田園都市国家構想の補助金を申請する前にしっかりと考えてみよう． 

 

（１）下線部(ア)に相当する技術には，どのようなものがあるか．２つ挙げ，それぞれ２~３行で書きな

さい． 

（２）空欄(イ)に，具体的な懸念事項を２~３行で書きなさい．その際，前後の A さん，B さんの会話も

踏まえること． 

（３）D さんの発言を踏まえて，下線部(ウ)を満たす IT 技術を具体的に１つ挙げ，それがどのように下

線部(ウ)に相当するのかを３~４行で説明しなさい． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-1 下図の断面をもつ片持ち梁に対し，次の問いに答えよ．なお，梁は一様な材料で弾性体とする． 

 

(1) 上面から中立軸までの距離を a で表せ． 

(2) この断面の中立軸に対する断面 2次モーメントを a で表せ． 

(3) 梁の自重によるＢ点のたわみを求めよ．部材のヤング係数を E, 密度を, 重力加速度を gとする．中立軸

に対する断面 2 次モーメントは I としてよい． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-2 下図に示す単純支持のトラス梁において，節点Bに下向きの荷重Pが作用している．このとき，以

下の問いに答えよ．ただし，トラスの節点はピン接合とし，部材のヤング係数をE，断面積をA，断

面2次モーメントをIとする． 

 

(1) 軸力図を示せ．解答は図を適当な大きさで解答用紙に写し取り，各部材の軸力を明記するこ

と．引張を正，圧縮を負とする． 

(2) 節点 C の下向きの変位を求めよ． 

(3) 個材のオイラー座屈で定まる最小の座屈荷重 Pcr を求めよ． 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-３ 図1のようなラーメンに水平力Pが作用し， だけ変位した．柱Aと柱Bの高さをh，梁の長さをxとし，x > 0と

する．全ての部材は，曲げ剛性をEIとし，せん断変形と軸方向変形を無視できるものとし，変位は微小と

する． 

 

(1) x = hのときの曲げモーメント図の概略を示しなさい．ただし，曲げモーメントは引張側に描き，P と hを用いて

形状が分かる程度に大きさを示すこと． 

(2) (1)のとき，柱 A と柱 Bの軸力とせん断力をそれぞれ答えなさい．ただし，軸力とせん断力の正方向は図 2の

向きとする． 

(3) xが変化するとき， とx/hの関係を図示しなさい．ただし，横軸をx/h，縦軸を として概略が分かる程度に通る

点を示すこと． 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材軸

柱断面

図 1 骨組と荷重 
 

図 2 軸力とせん断力の正方向 
 

梁 

柱 A 柱 B 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-４ 図１に示すように，剛な部材が材中央でピン支持され，かつ左右それぞれ8aの位置で鉛直方向に

長さ20aの軸力材で支持されている．微小変形を仮定し，剛な部材の材中央のモーメントMに対し

て，図２に示すように左右の軸力材には鉛直方向の伸縮のみが生ずるものと考える．軸力材の軸

力をTおよびC，軸力材の断面を長方形断面（2a×a）（図３），ヤング係数をEとするとき，以下

の問いに答えよ． 

 

(1) 軸力材の軸剛性 K（= T /  ）を，aとEを用いて表せ． 

(2) 剛な部材の回転剛性 K（= M /  ）を，aとEを用いて表せ． 

(3) 軸力材の終局状態として，軸降伏およびオイラー座屈のみを考える．軸力材のヤング係数Eと降伏

応力度yの間に「 2 E = 1200 y 」なる関係があるとき，軸降伏もしくはオイラー座屈で決まる最

小モーメントMuを，aとyを用いて表せ．なお， は円周率である． 

(4) (3)と同様の条件において「 2 E = 6000 y 」なる関係があるとき，軸降伏もしくはオイラー座屈で

決まる最小モーメントMuを，aとyを用いて表せ．  
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-５ 図1に示すような質量mを有する1質点系を考える．ここで，バネの剛性（バネ定数）をk，ダッシ

ュポットの粘性係数をcとする．また，質点mの時刻tにおける変位を )(tx ，速度を )(tx ，加速度

を )(tx とする．次の問いに答えよ．ただし，円周率をとする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 外力＝0（自由振動）の運動方程式を示せ． 

（２） c = 0 の場合における固有周期 T を m，k を用いて式で示せ． 

（３） 減衰定数 h を，m，c および k を用いて式で示せ． 

（４） 図 1 の 1 質点系において，質量 m = 1 kg，剛性 k = 4 Nm，減衰定数 h = 2%とする． 

ⅰ）固有周期 T および粘性係数 c の値をそれぞれ単位とともに示せ．なお，減衰が固有周期に及ぼ

す影響は無視できるものとする． 

ⅱ）図 2(a)～(d)において，この 1 質点系の自由振動の時刻歴として最も適切なものを選べ．また，

それ以外については適切でないと判断した理由を具体的にそれぞれ答えよ．なお，図の縦軸は

最大値で基準化して示している. 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページに続く） 

 

 

図 1 
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(a) (b) 

時間（秒） 
時間（秒） 

図 2 
 

変位 変位 

変位 変位 

(c) (d) 

時間（秒） 時間（秒） 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅲ：建築構造・構造力学）】 

 １．Ⅲの問題は，Ⅲ-1からⅢ-6の６問のうち，４問を選んで解答すること． 

 ２．Ⅲの問題は，選択した４つの設問について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅲ-６ 図1のように木材と鋼板を重ね，丸鋼を貫通させた接合部材に負荷できる限界荷重を上界定理に基

づいて計算する．以下では単純化のため，対称軸で切った片側半分を考える． 

想定される破壊メカニズムとして，図2の3種類を考える．木材に圧縮破壊が生じた部分で丸鋼が

受ける圧縮反力は一様とし，その単位長さあたりの圧縮反力をωとする．丸鋼の全塑性モーメント

をMp，木材の厚さをtとする．鋼板は木材に比べて十分に薄いため，その厚さを無視する．以下の

問いに答えなさい． 

 
 

 

（次ページに続く） 

 

木材木材

鋼板

丸鋼

2P

PP

2P

2P

対称軸

正面

木材

鋼板

丸鋼

側面

図1

Pa

Ma

ω

xb Pb

Mb

Pc

Mc

xc

メカニズムa メカニズムb メカニズムc

t t t

対称軸 対称軸 対称軸

図2

ω ω

ω Mp



 14 

 

(1) 図2の各メカニズムに関する下記の説明について，空欄(A)～(D)を埋めなさい．なお，解答はω，t，

xb，xcの中から適切なものを用いて表すこととする． 

メカニズムa：丸鋼が曲がらず，木材の圧縮破壊が一様に生じる．このとき，力のつり合いから丸鋼

の対称軸上に作用する荷重Pa = ωt，モーメントMa =  (A) と表される． 

メカニズムb：丸鋼に対称軸上で塑性ヒンジができ，ヒンジが回転しながら木材に圧縮破壊が生じる．

丸鋼の木材内での回転中心位置をxbとすれば，力のつり合いから丸鋼の対称軸上に作用する荷重

Pb =  (B) ，モーメントMb =  (C) と表される． 

メカニズムc：丸鋼に対称軸上と木材内の2か所に塑性ヒンジができ，ヒンジが回転しながら木材に

圧縮破壊が生じる．木材内の塑性ヒンジ位置をxcとすれば，力のつり合いから丸鋼の対称軸上に

作用する荷重Pc =  (D) ，モーメントMc = 
1

2
𝜔𝑥𝑐

2 −𝑀𝑝と表される． 

(2) (1)で求まったPbとPcについて，それぞれxb，xcを消去し，ω，Mp，tの中から適切なものを用いて表

しなさい． 

(3) tが十分に大きいとき，Pcが最小となることを示しなさい．また，ω = 480 N/mm，Mp = 300,000 Nmm，

t = 100 mmのとき，メカニズムaが生じ得ない理由を，丸鋼に生じる曲げモーメントに着目して説

明しなさい． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅳ：建築環境・設備工学）】 

 １．Ⅳの問題は，Ⅳ-1，Ⅳ-2のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅳの問題は，Ⅳ-1およびⅣ-2について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅳ-1 次の(1)～(6)のうち 4 つを選択し，説明せよ．必要であれば図などを用いてもよい． 

 

(1) 夜間放射 

(2) 熱的な局所不快 

(3) AMeDAS 

(4) 内部結露 

(5) 気化式，蒸気式の加湿器の特徴 

(6) 自然換気の原理 

 

 

 

Ⅳ-2 次の(1)～(4)のうち 2 つを選択し，各 400 字程度で解答せよ．必要であれば図などを用いてもよい． 

 

(1) 四季のある日本の地域において，各季節で快適性を満たすために住宅に求められる熱的性能の要件に

ついて，具体例を示しながら論ぜよ． 

(2) 安全な歩行者空間確保のためのビル風の抑制と，熱的に快適な歩行者空間確保のための風通しの推奨

を両立するための方策や考え方を述べよ． 

(3) 建築物の室内空気質による健康影響について，空気汚染物質の種類ごとに説明せよ． 

(4) 建築物の省エネルギーについて，ライフサイクルエネルギーの観点から説明せよ． 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅴ：建築材料・施工）】 

 １．Ⅴの問題は，(1)〜(5)のすべてに解答すること． 

 ２．Ⅴの問題は，(1)〜(5)について，それぞれ別の用紙に解答すること． 

 

Ⅴ 以下の事項について，知るところを述べよ．必要であれば，図などを用いてもよい． 

 

(1) コンクリートスラブの施工方法 

 

(2) 石こうボード 

 

(3) 鋼材の腐食 

 

(4) コンクリートのひび割れと補修 

 

(5) サイディング 
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筆答専門試験科目（午後）         2026 大修 

建築学系（Ｂ：建築学科目）     時間 １３：３０～１５：３０ 

 

 

【注意事項（Ⅵ：建築歴史・意匠（小論文））】 

 １．解答には，マス目の解答用紙を用いること． 

    

Ⅵ 近現代の日本では，多くの建築家が自邸（独立住宅）の設計を通じて自らの建築観や住まい方のアイ

ディアを提示してきた．このことを踏まえて以下の問いに答えなさい．なお，(1)と(2)の解答は解答

用紙に適宜レイアウトすること．  

 

（1） 昭和期に竣工した日本の建築家の自邸を一つ取り上げ，その建築的特徴を簡単に説明しなさい．

図を用いて説明してもよい． 

 

（2） （1）で挙げた作品について，建築家がそこで示そうとした自らの建築観や住まい方について，建

物の特徴に触れつつ 1,000 字程度で論じなさい．なお，内容に即した適切なタイトルを明記する

こと． 

 

 




